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 2018年度 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 公益社団法人 全国少年警察ボランティア協会 

事 業 名 全国少年警察学生ボランティア研修会 

公益社団法人全国少年警察ボランティア協会は､さる９月７日、福岡市の博多サ

ンヒルズホテルにおいて、近畿地方から九州地方の少年警察学生ボランティアを

集めた研修会を開催した。今回の研修会には、学生ボランティアをはじめ、大学

教員、県警職員など１２９人が参加し、各府県で行っている活動について意見交

換や情報共有を図った。研修会では、佐賀県警察本部生活安全部人身安全・少年

課課長補佐少年補導職員の松隈智子氏が、「ありがとう」と題して基調講演を行

った。また、実際の大学生ボランティア６人をパネリストにしたパネルディスカ

ッションも実施した。姫路獨協大学・道谷卓副学長を講演、コーディネーターに、

滋賀県、和歌山県、島根県、徳島県、佐賀県、鹿児島県を代表する大学生ボラン

ティアが壇上で「大学生として、今、何ができるか」をテーマに、意見を発表し

た。参加した県から、「子どものすることに大人が寄り添うことの大切さがよく

分かった」との意見が寄せられ、また、参加学生からも「非行する少年たちの心

だけでなく、学生自身が自分を見つめ直す場所でもあった」「普段聴くことが出

来ない現場での実体験の話を聴くことが出来た」などと有意義な研修であったと

の反応が当協会に寄せられている。今後も継続して実施して頂きたいという要望

が強かった。  


